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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 17年 5月 11日 (2005.5.11)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の 方 法 を 使 用 す る と 、 反 応 管 の む ら の あ る 不 均 一 な 充 填 が 早 期 ソ ッ ク ス 開 放 に よ る 微
粒 子 破 壊 に よ っ て 空 隙 を 生 じ る か ま た は 微 粒 子 に よ っ て ブ リ ッ ジ を 形 成 す る こ と に な る 。
空 隙 形 成 は 不 所 望 で あ る 。 と い う の は 、 反 応 管 内 の む ら の あ る 温 度 分 布 と 圧 力 降 下 の 変 動
を 生 じ る か ら で あ る 。 空 隙 は 反 応 管 の 側 部 を 叩 く か あ る い は ハ ン マ ー で 打 ち 、 反 応 管 の 壁
を 振 動 さ せ る こ と に よ っ て 部 分 的 に 除 去 可 能 で あ る 。

【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 の 目 的 は 、 高 い 触 媒 密 度 を 生 じ 、 そ れ に よ っ て 触 媒 微 粒 子 の 空 隙 と ブ リ ッ ジ 形 成
を 最 小 限 に 抑 え る 、 管 状 流 れ 改 質 装 置 の よ う な 反 応 管 に 微 粒 子 触 媒 材 料 を 充 填 す る た め の
方 法 装 置 を 提 供 す る こ と で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 　 　 【 ０ ０ １ １ 】
　 　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 上 記 の 目 的 は 、 微 粒 子 触 媒 材 料 を 反 応 管 に 充 填 す る た め の 方 法 を 提 供 す る 本 発 明 に よ っ
て 達 成 さ れ る 。 こ の 方 法 で は 、 反 応 管 の 内 径 よ り も 小 さ な 外 径 を 有 す る 幾 つ か の 管 区 間 を
連 結 し て 、 反 応 管 の 長 さ に 一 致 す る 最 終 管 長 さ に す る こ と に よ っ て 充 填 管 を 用 意 し 、 反 応
管 内 に 充 填 す べ き 或 る 量 の 触 媒 微 粒 子 を 充 填 管 の 上 部 か ら 供 給 し 、 充 填 管 内 に 緩 衝 手 段 を
設 け る こ と に よ っ て 触 媒 微 粒 子 を 緩 衝 し て 、 充 填 管 を 通 過 さ せ 、 　 反 応 管 に 充 填 さ れ た 触
媒 微 粒 子 の 充 填 高 さ に 対 応 す る 長 さ に 充 填 管 を 反 応 管 か ら 連 続 的 に 引 抜 き 、 緩 衝 手 段 が 各
々 の 管 区 間 の 内 壁 に ら せ ん 体 を 取 付 け る こ と に よ っ て 形 成 さ れ 、 ら せ ん 体 が 棒 に よ っ て 形
成 さ れ 、 こ の 棒 が 任 意 の 横 断 面 を 有 し 、 か つ 横 断 面 の あ ら ゆ る 方 向 に お い て 最 大 直 径 が 管

し か し な が ら 、 こ の よ う な や り 方 は
ひ ど く 労 力 と 時 間 が か か る 。

と



区 間 の 直 径 の １ ／ ２ ５ ～ １ ／ ２ で あ り 、 ら せ ん 体 が 各 々 の 区 間 に お い て 、 管 区 間 の 直 径 の
２ ～ ８ 倍 の ピ ッ チ を 有 す る 。

【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 触 媒 粒 子 が 充 填 管 を 経 て 充 填 さ れ る 場 合 、 触 媒 が ら せ ん 体 上 を ら せ ん 運 動 し て 下 降 す る
と き に 、 触 媒 粒 子 の 速 度 が 低 下 る 。 ら せ ん 運 動 は 粒 子 を ら せ ん に 沿 っ て 強 制 的 に 案 内 し
、 粒 子 は 一 つ ず つ 到 達 し 、 塊 に な ら な い 。 充 填 管 の 底 で 、 触 媒 粒 子 は 同 じ 速 度 を 有 し 、 予
め 定 め た 短 い 距 離 を 落 下 す る 。 そ の 結 果 、 均 一 な 密 度 の 充 填 と な り 、 ブ リ ッ ジ 、 空 隙 ま た
は 破 壊 さ れ た 触 媒 微 粒 子 を 生 じ な い 。
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　 本 発 明 に よ る 方 法 で は 、 高 す ぎ る 高 さ か ら 落 と さ れ る 触 媒 微 粒 子 が 破 砕 す る 恐 れ が 除 か
れ る 。 熟 練 し た 充 填 作 業 員 が 、 例 え ば ソ ッ ク ス 法 を 用 い た 従 来 の 充 填 に よ る 場 合 よ り も 充
填 作 業 を 著 し く 速 く 行 う こ と も で き る 。
　 反 応 管 を ハ ン マ ー で 打 た な い 本 発 明 の 方 法 に よ り 、 高 い 均 一 な 充 填 密 度 が 得 ら れ る 。
　 反 応 管 を 横 切 る 均 一 な 圧 力 低 下 、 し た が っ て 均 一 な 流 れ も 得 ら れ る 。 そ の 結 果 、 ホ ッ ト
ス ポ ッ ト 形 成 の 傾 向 も 低 減 さ れ か つ 管 寿 命 が 一 層 長 く な る 。
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